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平成24年８月13日に提出いたしました第34期第１四半期（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30

日）四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告

書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

 第一部 企業情報 

  第２ 事業の状況 

   ３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

     (1) 業績の状況 

  

  第４ 経理の状況 

   １ 四半期連結財務諸表 

    注記事項 

     セグメント情報等 

      セグメント情報 

  

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

２ 【訂正事項】

３ 【訂正箇所】



  

  （訂正前） 

＜前略＞ 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しているため、当第１四半期

連結累計期間の比較・分析は変更後の区分に基づいております。 

①情報通信事業 

携帯キャリア向けの設備増強案件等が伸長し、売上高は28,915百万円（前年同期比43.6％

増）、営業利益は3,312百万円（同61.0％増）となりました。 

②金融事業 

カード会社向け案件等が減少し、売上高は4,132百万円（同21.0％減）となりましたが、売上

総利益率の改善等により、営業利益は167百万円（同17.3％増）となりました。 

③エンタープライズ事業 

売上高は概ね前年並みの19,264百万円（同0.6％減）となりましたが、販売費及び一般管理費

の増加により、営業利益は132百万円（同34.5％減）となりました。 

④流通事業 

石油元売会社向けPOSシステム案件等が伸長し、売上高は9,782百万円（同18.2％増）となりま

したが、売上総利益率の低下、販売費及び一般管理費の増加により、営業利益は394百万円（同

47.0％減）となりました。 

⑤クラウドプラットフォーム事業 

当セグメントは、データセンターを含むクラウド関連ビジネスを全社横断的に提供しており、

売上高は6,615百万円（同3.8％増）、営業利益は359百万円（同2.0％減）となりました。 

⑥保守・運用サービス事業 

当セグメントは、保守・運用を中心としたサービスビジネスを全社横断的に提供しており、売

上高は6,411百万円（同1.1％増）、営業利益は2,044百万円（同13.5％減）となりました。 

⑦その他 

売上高は2,226百万円（同4.3％減）、営業損失は230百万円（前年同期は192百万円の営業損

失）となりました。 

  
 （注）上記セグメントの売上高及び営業利益は、セグメント間の内部売上高等を含めて表示しております。 

  

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

 ３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

   (1) 業績の状況



  
  （訂正後） 

＜前略＞ 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しているため、当第１四半期

連結累計期間の比較・分析は変更後の区分に基づいております。 

①情報通信事業 

携帯キャリア向けの設備増強案件等が伸長し、売上高は28,965百万円（前年同期比43.9％

増）、営業利益は3,312百万円（同61.0％増）となりました。 

②金融事業 

カード会社向け案件等が減少し、売上高は4,134百万円（同21.0％減）となりましたが、売上

総利益率の改善等により、営業利益は167百万円（同17.3％増）となりました。 

③エンタープライズ事業 

売上高は概ね前年並みの19,268百万円（同0.5％減）となりましたが、販売費及び一般管理費

の増加により、営業利益は132百万円（同34.5％減）となりました。 

④流通事業 

石油元売会社向けPOSシステム案件等が伸長し、売上高は9,775百万円（同18.2％増）となりま

したが、売上総利益率の低下、販売費及び一般管理費の増加により、営業利益は394百万円（同

47.0％減）となりました。 

⑤クラウドプラットフォーム事業 

当セグメントは、データセンターを含むクラウド関連ビジネスを全社横断的に提供しており、

売上高は6,736百万円（同4.2％増）、営業利益は359百万円（同2.0％減）となりました。 

⑥保守・運用サービス事業 

当セグメントは、保守・運用を中心としたサービスビジネスを全社横断的に提供しており、売

上高は14,360百万円（同3.0％減）、営業利益は2,044百万円（同13.5％減）となりました。 

⑦その他 

売上高は2,228百万円（同4.3％減）、営業損失は230百万円（前年同期は192百万円の営業損

失）となりました。 

  
 （注）上記セグメントの売上高及び営業利益は、セグメント間の内部売上高等を含めて表示しております。 

  



  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  （訂正前） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△3,707百万円には、主に全社費用△4,157百万円、セグメント間取引

消去362百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用

であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  （訂正後） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△3,707百万円には、主に全社費用△4,157百万円、セグメント間取引

消去362百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用

であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

第４ 【経理の状況】

 １ 【四半期連結財務諸表】

 【注記事項】

 (セグメント情報等)

 【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

20,030 5,222 19,312 8,231 1,681 908 55,386 1,700 57,086 ― 57,086

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

100 8 60 42 4,693 5,434 10,340 626 10,966 △10,966 ―

計 20,131 5,231 19,372 8,273 6,375 6,342 65,726 2,327 68,053 △10,966 57,086

セグメント利益又
は損失(△)

2,057 142 202 744 366 2,363 5,877 △192 5,684 △3,707 1,977

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

20,030 5,222 19,312 8,231 1,681 908 55,386 1,700 57,086 ― 57,086

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

102 8 62 41 4,782 13,902 18,899 627 19,527 △19,527 ―

計 20,133 5,231 19,374 8,272 6,463 14,810 74,285 2,328 76,614 △19,527 57,086

セグメント利益又
は損失(△)

2,057 142 202 744 366 2,363 5,877 △192 5,684 △3,707 1,977



  
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  （訂正前） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△3,561百万円には、主に全社費用△3,892百万円、セグメント間取引

消去325百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用

であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  （訂正後） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△3,561百万円には、主に全社費用△3,892百万円、セグメント間取引

消去325百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用

であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

28,828 4,111 19,099 9,741 1,658 763 64,202 1,449 65,651 ― 65,651

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

87 21 164 40 4,957 5,648 10,920 777 11,697 △11,697 ―

計 28,915 4,132 19,264 9,782 6,615 6,411 75,122 2,226 77,348 △11,697 65,651

セグメント利益又
は損失(△)

3,312 167 132 394 359 2,044 6,410 △230 6,180 △3,561 2,618

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

28,828 4,111 19,099 9,741 1,658 763 64,202 1,449 65,651 ― 65,651

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

137 22 168 34 5,078 13,597 19,039 778 19,817 △19,817 ―

計 28,965 4,134 19,268 9,775 6,736 14,360 83,241 2,228 85,469 △19,817 65,651

セグメント利益又
は損失(△)

3,312 167 132 394 359 2,044 6,410 △230 6,180 △3,561 2,618
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当社代表取締役社長菊地哲及び取締役兼専務執行役員池田修二は、当社の第34期第１四半期(自平成24

年４月１日至平成24年６月30日)の四半期報告書の訂正報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適

正に記載されていることを確認いたしました。 

  

該当事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】


